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バイオプラスチックを使った建築内装材を、産学連携で開発・実用化 
―防火性能に関する公的認定を取得し、様々な建築物への適用が可能― 
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ダイニック株式会社（社長 細田敏夫 資本金５７億９５百万円、）では、大阪大学（木多道宏助教授）
と清水建設株式会社（社長：野村哲也）と共同でこのほど、バイオプラスチックを使った建築内装材を開

発・実用化しました。本建築内装材は、トウモロコシ等の植物由来の樹脂を主原料にしており、石油資源

の節約や二酸化炭素削減等に繋がるもので、石油資源が多用される建築内装材への環境負荷低減に寄与す

るものです。防火性能の認定も取得しており、公共性の高い様々な建築物への適用が可能です。既に大阪

大学大学院工学研究科フロンティア研究棟1号館で初適用。今後は三者でこの適用箇所にて、実使用環境
下での経時変化などをモニタリングし、耐久性に関する評価・実証を行ったうえで、２年後を目処に本格

的な販売展開を開始する計画です。 
 
なお本建築内装材は、５月２４日から３日間ビッグサイトで開催されるＡＮＥＸ2006（アジア国際不織
布産業総合展示会・会議）のダイニックブース（Ａ1611）に展示予定です。 

 
今回開発した建築内装材は、「バイオプラ・タイルカーペット」と「バイオプラ・ウォール（壁紙）」の

２種類です。主にトウモロコシやサトウキビ等の植物を原料にしたポリ乳酸系バイオプラスチックを使っ

ているため、石油資源を原料にしたプラスチックに比べて、焼却しても有害物質を発生せず二酸化炭素の

発生量を半分以下に抑えることができます。 
建築内装材は、一定規模以上の建築物に適用する場合、防火性の確保が法令上義務付けられています。

この点で本建築内装材は、構成や配合を工夫し複合化技術を駆使して石油を原料にしたプラスチックと同

等性能を確保し、防火性能に関する認定を取得しているため、様々な建築物への適用が見込まれます。 
本建築内装材の適用第一号となった大阪大学大学院工学研究科フロンティア研究棟1号館では、バイオ
プラ・タイルカーペットが２階への階段・ホール・廊下に約130㎡、バイオプラ・ウォールが1階ホール・
廊下の壁と天井に約100㎡使用されています。 

 
 
≪本建築内装材の特徴・メリット等≫ 
 
１．バイオプラ・タイルカーペット  
 カーペットの立毛部であるパイル層の主要素材に、ポリ乳酸系のバイオプラスチック繊維を使用した

ニードルパンチのタイルカーペットです。立体的なデザインが可能な他、施工性、耐摩耗性及び防炎性

に優れています。またタイルカーペットであるため、部分交換が可能です。 
  バイオプラ・タイルカーペットは特に防炎性に関して、（財）日本防炎協会による防炎試験に合格し防

炎登録しており、防炎性の確保を法令上義務付けられる様々な建築物で、その適用が見込まれます。 
また今後は、カーペットをコンポスト処理して自然へ還すことができるように、裏材など全ての材料

を生分解性素材に置き換えるべく、研究開発を進めます。 
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２．バイオプラ・ウォール 
  表面層として、耐摩擦性を有するポリ乳酸系のバイオプラスチックフィルムを使用した壁紙で、中間

層には立体感と柔軟性を生み出す軟質系の生分解性樹脂を使っています。表面にエンボスを施し、デジ

タル処理による三次元印刷と組み合わせて立体的なオリジナルデザインが可能で、安全性、施工性、耐

久性及び防火性に優れた壁紙です。 
バイオプラ・ウォールは、国土交通省から準不燃材料としての認定を受けているとともに、ホルムア

ルデヒド対策壁紙としても認定されております。また、全ての材料に生分解性素材を使っているため、

コンポスト施設で処理すれば、自然に還すことができます。 
バイオプラカーペットと同様、耐火性の確保を法令上義務付けられる様々な建築物でその適用が見込

まれます。 
 
※ 写真及び構造図（別紙）：データーソースはダイニック㈱のホームページ「プレスリリース」の 

本件から、ダウンロードできます。 
 
３．今後の展開について 
（１）大阪大学大学院工学研究科フロンティア研究棟1号館において今後２年間、バイオプラスチックを

使った建築内装材を試験適用し、耐久性に関する総合評価を三者で行います。 
（２）大阪大学は、各適用場所における変質状態や一般的に使用されている既存品との比較評価を担当し

ます。清水建設は施工箇所を継続的に観察するほか、本建築内装材のコンポスト処理に関する研究

を担当。ダイニックは経年変化による物性評価や環境対応により優れた内装材に関する研究開発を

担当します。 
（３）バイオプラスチック内装材を適用する場合の評価方法や最適な使用法、さらに材料設計から処理シ

ステムも含めたトータルな環境適合評価（LCA）を検討し、本格的な実用化に向けてさらに連携し
た活動を続ける予定です。 

（４）実用化に際しては、当初は展示会場やモデルルーム・ショールーム等の比較的短期使用の施設から

適用し、徐々に多様な建築物への適用に拡げる計画です。 
 
                                            以 上 
 



バイオプラ ウォール(壁紙)
Biopla  Wallpaper

大阪大学・清水建設・ダイニック共同開発

表面保護層

印刷層

PLAトップ層と
軟質系生分解性層

難燃紙
規格サイズ＝900mm巾

FRC研究棟（2005.12 竣工）
  大阪大学大学院工学研究科
  フロンティア研究棟1号館

バイオプラ  ウォールの構成

バイオプラ タイルカーペット
Biopla  Tile  Carpet

ＰＬＡ繊維
（一部ＰＰ繊維）

中間補強層と
難燃樹脂による裏打層

規格サイズ＝500×500(mm)

バイオプラ　カーペットの構成


